
 

 

火おこし体験  
～ファイヤースターターに挑戦！～ 

１ 活動のねらい 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 
自分のことは自

分でする 

何事も最後まで

やり遂げる 
リーダー性 

自己をふり返り、集

団を見つめ直す 

自然に親しみ、環境に

ついて考える 

〇  ◎   〇 

 

２ 概要 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対象及び活動形態 小学生～成人 １００名程度  １グループ４～６名程度が望ましいです。 

４ 活動の流れ 

 

             

 

             
 

 

 

 

 

 

 

５ 準備物 

『青年の家』 ファイヤースターター 

『個人』 軍手 

『団体』 太い麻ひも、はさみ（ひもを切るためのもの）、救急バッグ等 

ファイヤースターターは班

に１、２個ずつですので、１

人２分間程度挑戦したら、交

代することをおすすめしま

す。活動中、指導者は安全

面に配慮してください。試行

錯誤をしながらも自力で火

をつけられた時の達成感は

とても大きいです。 

事前説明 

活 動  

活動後 

ポイント 

 

用具の貸出→説明（道具の使い方・火のおこし方・注意事項） 

① 麻ひもをほぐす 
② ファイヤースターターを使用して火おこし体験（班の中で交代しながら） 

かまど等後片付け・健康状態確認・振り返り 
借用物品の返却 青年の家職員への連絡（１５分） 

  火おこし体験 １～１．５時間 

ファイヤースターターと麻ひもを使用して火おこしに挑戦します。ファイヤー

スターターの金具と金具をこすり合わせ、麻ひもにめがけて火花を散らしま

す。麻ひもに火がついたら火おこし成功です。慣れたら野外調理の火おこし

にも活用することができます。 

・火をおこせた時の感動を仲間

と共有できます。 

・ファイヤースターターによる火

おこしの仕方は、防災教育と

しても役立ちます。 

柱６：環境と人と動物の 

より良い関係づくり 

【ワンヘルスとの関連性】 


